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「どうしたの？」
臨時休校が続いた中、県内でも県立学校や私立学
校を中心にインターネットを通じたオンライン授
業が導入されました。一方で子どもたちが長時間
ゲームや動画視聴、トークなどを利用し、生活の
リズムが崩れていないか心配されます。リズムの
崩れは、学校が再開してからも影響があります。
また、ネット上のトラブルは深刻化すると言われ
ています。何か様子が変だな、と気になる時には
子どもの心の状態を理解して、何より話を聞くこ
とが事態収拾の早道になると思います。
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共感力とは
「共感力」とは、他の人の気持ち（喜怒哀楽）

を理解して、自分のこととして体感できる能力
のこと。社会に適応して他者と共存し、社会を
守り、貢献しようとする意識がどれだけあるか、
そうしたことに影響する能力である。たとえば
友人が辛い表情をしている時、相手が「つらい
思いをしている」ということがわかるだけでな
く、自分もつらい感情を持つことがこれである。

2020年本屋大賞翻訳小説部門
第1位の作品「アーモンド」。
感情を感じられず他人の感情

もわからない主人公と、物心も
つかないうちに親とはぐれて不
良行為を繰り返す少年、二人の
少年の成長物語である。それぞ
れの理由から「怪物」と呼ばれ、クラスの仲間
からも社会からも浮いた存在だった彼らが、さ
まざまな出来事を経験し、失ったものを取り戻
しながら成長していく過程が、主人公の視線で
語られている。本物の「共感」とは何かを問い
かけている。

「感じても行動せず、共感すると言いながら
簡単に忘れた」この言葉が印象的だった。

「ＳＮＳの急速な普及により、情報のやりと
りは以前よりもはるかに緊密かつ大量に行われ
るようになった。その一方で、人と人との直接
のふれあいは減り、その分、ふれあうことで育
つ感じる力、共感する力も弱くなっているよう
に見える。現代を生きる私たちは、自分に関係
のあることでなければ、たいていは『感じても
行動せず、共感すると言いながら簡単に忘れ』
て暮らしている」と訴えている。

「アーモンド」ソン・ウォンピョン（祥伝社）
暴力事件やいじめ、虐待など、私たちの社会

で起きている様々な問題の多くは、共感の欠如
がその根底にあると言われている。
コロナウイルス禍の中、感染された方や治療

にあたる医療関係者及びそのご家族、私たちの
生活に欠かせないサービスを提供するために働
く方々に対する不当な差別や偏見、いじめ、SN
Sでの心ない書き込み等が問題となっている。こ
れも共感力の低さや欠如からの行為なのか。

外に出るとあたりには新緑を輝かせる木々、色鮮やかな花々が目を楽しませてくれます。
普段とはちがう春。今まで当たり前に見てきた景色を新たな目で見ることができました。
新年度が1ヶ月半遅れでスタートします。新型コロナウイルスの影響で、これからも緊張感を持っ

ての生活が続きます。
５月は皐月（さつき）とも言われます。由来は田植えの時期を表す「早苗月（さなえつき）」が早

月（さつき）となり、転じて皐月になったと言われています。
私たちにとっても新しい生活の土台作りの季節になります。

フィギアスケートの羽生結弦選手が感染者や
医療従事者にエールを届けた。
「つらいことや我慢しなくてはならないこと、
そして制約がたくさんある毎日だと思います。
このような状況の中で未知のものに挑み続けて
くださっている方々に心からの感謝を申し上げ
ます。本当にありがとうございます。そして何
よりも今、苦しみながらも闘病されている皆さ
ま。本当に苦しいと思いますし、想像を絶する
恐怖とも闘っていらっしゃると思います。真っ
暗闇なトンネルの中で希望の光を見いだすこと
はとても難しいと思います。でも３．１１の時
の夜空のように、真っ暗だからこそ見える光が
あると信じています。どうか無理をなさらず周
りにいる方々を信じて、頼ってください。そし
て皆さまが心からの笑顔で語り合える日々が来
ることを祈ってます。」
東日本大震災を経験した羽生選手の言葉は他

人事では済まされないということを教えてくれ
ている。
私たちは、今、この困難に立ち

向かう人たちと自分を結びつけて
考える機会を得ている。

人間関係をつくる鍵
欧米で絶大な支持を得るアドラー心理学では

「共感力が円滑な人間関係をつくる鍵」と言っ
ている。
本物の「共感力」を身につけるために私たち

はこれからも相手の気持ちにより添うこと、真
摯に耳を傾けること、想像力を鍛えること、相
手の立場に立つことを深く考えていかなければ
ならない。
すべての土台となる、よりよい人間関係を築

いていくために。
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刑法犯少年の検挙人員は、減少傾向にあるものの、依然として少年による、社会の注目を集める

ような凶悪事件は後を絶ちません。本県の傾向として特に気になる点は、刑法犯少年の再犯者率と

共犯率です。非行少年の背景には、「少年自身の規範意識の低下やコミュニケーション能力の不足」

「家庭や地域社会の教育機能の低下」、「少年が自分の居場所を見出せず、孤立し疎外感を抱いてい

る現状」等が見られ、こうした問題の解決に関しては、社会全体で取り組むことが必要です。

次代を担う少年の健全育成を図るため、次の２本柱を中心に「非行少年を生まない社会づくり」

を推進しています。

① 少年に手を差し伸べる立ち直り支援活動

警察が過去に非行少年として取り扱った少年及び保護者に対して、警察の側から積極的に連絡を

取り、必要に応じて支援を申し出ます。支援を求める少年については、教育委員会、学校、就労支

援機関等の関係機関やボランティア等とも連携し、

◇定期的な連絡・相談、家族への助言 ◇就学・就労に向けた支援

◇少年が参加する社会奉仕体験活動・生産体験活動等の機会の供与

などを行い、立ち直りを支援します。

② 少年を見守る社会気運の醸成

社会全体として、少年の特性や非行に走る要因・背景等について理解を深め、少年が孤立し非行

に走ることのないよう、地域全体で厳しくも温かい目で少年を見守る気運を醸成するため、

◇ボランティア等の協力を得た通学時等の声掛け・あいさつ運動

◇低年齢の少年及び保護者に対する非行防止並びに規範意識向上教室

◇万引きや自転車盗等を防止するための官民連携した対策

などを行い、地域社会の絆をより強化します。

少年に手を差し伸べる立ち直り支援活動

継続的な連絡、訪問を通じた悩み事等の相談

学生ボランティア等と連携した学習支援
スポーツ大会、料理教室、清掃活動等の居場所づくり活動
介護体験、農業体験等の就業体験
ハローワーク等の関係機関とも連携した就労支援 等

困っていないか？
支援を必要と
していないか？

支援活動の例

連絡・訪問等

実は・・・。

【問題を抱え社会的に孤立しているおそれのある少年】
・非行を何度も繰り返し、最近（概ね１年以内）も検挙された少年
・重大な非行等により保護処分を終えた少年 等から選定
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非行少年を生まない社会づくりの一層の推進を非行少年を生まない社会づくりの一層の推進を
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